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『子どもたちが夢や希望を持って 

健やかに成長できるまちに』 

 

旭川市長 西 川 将 人 
 
 
次代を担う子どもたちが，様々な体験や活動を通して，自らの未来を切り拓

き，社会で活躍する大人になることは，これからのまちの発展のために非常に

重要です。 

本市では，市民・団体・企業などと連携し，子どもが夢や希望を持って様々

な学びや経験をしてほしいと，「あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト」を今年

度初めて実施しました。市内の中学生から，将来の夢に向けたチャレンジを募

集したところ，３１件の応募があり，一次，二次選考を経て，大賞１名，奨励

賞４名を選定しました。二次選考会のプレゼンテーションでは，５名の中学生

が将来の夢を熱く語る姿に大変感銘を受けました。 

実際の研修においては，日本を代表する研究者や宇宙飛行士がチャレンジの

実現を快く引き受けてくださいました。また，市内在住の専門家の皆さんも高

い使命感を持って指導してくださるなど，多くの方が夢とチャレンジを支えて

くれたことで，子どもたちの夢への応援が実現しました。 

今後も「こども生き生き未来づくり」をまちづくりの重点テーマとして，子

どもたちが夢や希望を持って健やかに成長できる環境づくりに力を入れるとと

もに，市民・団体・企業などと連携し，子どもたちが自分の夢を実現する力を

付けることができるよう応援してまいります。 
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◆ 事業目的

子どもが夢や希望を持ち，自立して生きる力を身に付けることができるよう，市民，団体，

企業，行政などが連携し，多様な経験や学びの機会を提供することで，子どもの主体性を育

み，旭川市子ども条例の「子どもの夢や希望を応援するまちづくり」の実現に寄与すること

を目的とする。

◆ 事業内容

子どもたちから、将来に対する夢を叶えるために「今チャレンジしてみたいこと」を募集

し，発表・提案内容を審査の上，選考された企画に対し，実現に必要な支援を行う。

○選定件数 件 ○助成上限額 件＝ 万円

○選考方法

＜一次選考＞ 書類審査により 件選定

＜二次選考＞ 「夢とチャレンジについて熱く語る発表会」で大賞 名，奨励賞 名を決定

○チャレンジ研修の実施

大 賞 受賞者から希望を聞き，研修先と研修内容について調整し，研修を実施する。

研修実施に係る経費を上限額の範囲内で助成する。

奨励賞 旭川市内の関係機関，企業及び団体の協力が得られる範囲内で，可能な研修を

実施する。

○研修報告会

研修実施後に，研修の成果を周知するため，報告会を開催する。（大賞受賞者のみ）

○記録集の発行

実施した研修報告及び応募作についてまとめ，研修の記録集を作成し，中学校や関係機関

等へ配付する。

◆ 平成 年度 実施状況

月 日（金）～ 月 日（月） 応募受付（応募 件）

月 日（金） 一次選考（ 件選定）

月 日（日） 二次選考会（大賞 名，奨励賞 名）

月上旬以降 研修内容協議・研修実施

月末 全ての研修終了

月 日（土） 研修報告会開催

月中旬 研修記録集作成・配付

あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト
事業概要
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大賞 北海道教育大学附属旭川中学校１年 髙
たか

野
の

晴
はる

『旭川初の宇宙飛行士になり

世界の未来に貢献したい』

・毛利さんに会いたい！

未来館で毛利さんに会って質問したい ⇒ くじけず努力し続けられる

・宇宙工学について知りたい！

静岡大学での宇宙エレベーターについての講義

東北大学での月面探査についての講義 ⇒ 自分の考えが深まる

・宇宙開発の最先端をこの目で見て体験したい！

本物のロケットエンジン等の見学，模擬訓練体験 ⇒ 夢が現実に近づく

９／２９（土）～３０（日）

【研修１】 東北大学

・２９日 記念講演聴講

・３０日 吉田教授の特別講義受講

１０／２０（土）

【特別研修】旭川市科学館サイパル

・日本惑星科学会 一般講演会聴講

・圦本教授，大野上席研究員との対談

１２／２５（火）～２８（金）

【研修２】 日本科学未来館，筑波宇宙センター，静岡大学

・２５日 日本科学未来館で毛利館長と対談

・２６日 筑波宇宙センターで見学，

宇宙飛行士模擬訓練・体験

・２７日 静岡大学で山極教授，能見教授の

特別講義受講
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○東北大学での研修（１日目）

～記念講演「はやぶさ２が挑む！太陽系と生命誕生の謎」を聴講～

【日時】平成３０年９月２９日（土）午後１時４５分から午後４時４５分まで

【場所】東北大学百周年記念会館 川内萩ホール（宮城県仙台市青葉区川内４０）

【講師＆講演テーマ】

○東北大学大学院理学研究科 教授 中村 智樹 氏

「小惑星探査機はやぶさ２：リュウグウからのたまて箱をもとめて」

○東北大学大学院工学研究科 教授 吉田 和哉 氏

「挑戦！東北大学から宇宙，そして小惑星探査へ」

【研修内容】

・東北大学１１１周年記念講演聴講

・模型展示の見学，月惑星探査ローバーの操縦体験等

【研修を通して学んだこと・感想】

この講演では，今はやぶさなどの小惑星探査がどのように進んでいるのか，どのようなことを

目的として行っているのか，また，それが行われると私たちと宇宙との関係はどのように変わっ

て行くのかなど，興味深いお話を聞くことができました。

また，展示・体験コーナーでは，中村教授が研究している小惑星などに関するパネルの展示や，

実物の隕石のかけらなどを見ることができ，こんなものが宇宙から降ってきていると考えるとす

ごくドキドキしました。ほかにも，実際に月面を探査する車（ローバー）の操縦体験をすること

ができました。この体験では，僕が東北大学に興味を持つきっかけとなったテレビ番組の「笑っ

てコラえて」に出演されていた学生の方にも会うことができ，その方などが開発されている赤外

線カメラを使用したローバーの操縦を体験して，このローバーのすごさと，操縦することの難し

さを知ることができました。
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○東北大学での研修（２日目）

～吉田教授による月惑星探査ローバーについての特別講義～

【日時】平成３０年９月３０日（日）午前９時３０分から午前１１時４５分まで

【場所】東北大学 工学研究科 機械系（宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉６－６）

【講師】東北大学大学院工学研究科 教授 吉田 和哉 氏

【研修内容】

・月惑星探査ロボットの研究についての講義

・研究用ローバーモデル及び人工衛星製作所等の見学

・質疑応答

【研修を通して学んだこと・感想】

「夢みたいを現実に」これは，東北大学工学研究科の吉田和哉教授にいただいた言葉です。

研修の２日目は，吉田教授の研究室で，はやぶさの探査に関することや，月面を探査するロボ

ットなどについて教えていただくことができました。僕が一番印象に残っているのは，月に水が

あるかもしれないという話です。水があるということは，生き物がいるかもしれないということ

で，そのようなことを考えるとワクワクします。また，「東北大学に入るためにはどうすればい

いのか」など，僕の夢に関する質問にも答えていただき，また一つ夢に近づくことができました。

僕が東北大学での２日間の研修を通して一番

大切だと思ったのは，吉田教授がおっしゃってい

た，「自分の興味のあることをとことんやる」と

いうことです。これまでは，やらなければいけな

いことに時間を使ってしまっていたので，今後は

やらなければいけないことは早めに終わらせて，

自分のしたいこと，興味のあることに打ち込める

よう時間の使い方を工夫したいです。

○日本惑星科学会 ～圦
ゆり

本
もと

教授，大野上席研究員との対談～

【日時】平成３０年１０月２０日（土）午前９時３０分から午後０時３０分まで

【場所】旭川市科学館サイパル（旭川市宮前１条３丁目）

【講師＆講演テーマ】

○北海道大学理学研究院 教授 地球外物質研究グループ長 圦本
ゆりもと

尚
ひさ

義
よし

氏

「小惑星リュウグウに到着！ただいま観測中のはやぶさ２より」

○千葉工業大学惑星探査研究センター 上席研究員 大野 宗祐 氏

「北海道大樹町で気球実験を行い地球生命圏の上端を探す： プロジェクト」
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【研修内容】

・日本惑星科学会一般講演会聴講

・圦本教授，大野上席研究員との対談

【研修を通して学んだこと・感想】

日本惑星科学会の講演会に参加し，講師のお二人と対談させていただきました。お二人とも笑

顔で話してくださりすごく楽しい対談でした。宇宙飛行士ということに限らず，人生に関するこ

とまで教えていただきました。

この研修で感じたことは，大きく二つあります。一つ目は，日本の中だけでも様々なことにチ

ャレンジしている人がたくさんいるということです。まず，圦本教授は，同位体顕微鏡などを開

発し，それを使って隕石を調べることで太陽系の起源を探ろうとしています。一方，大野上席研

究員は，気球を飛ばし，パラシュートで落下してくる際に成層圏の微生物を回収することで，生

命が地球のどれくらい上のところまで存在するのかということを探ろうとしています。僕がお二

人のお話を聞いて思ったのは，自分の好きなこと，知りたいことをとことん追求していくことが

本当に大切だということです。

そして二つ目に，夢は大切にしていくべきだということです。圦本教授も大野上席研究員も，

小さなころからこのようなことをしたいという夢があったそうです。また，研究をしていく中で，

その夢を追いかけ続けられています。僕もこんな風に夢を追いかけ続けられる大人になりたいで

す。大野上席研究員のおっしゃっていた「夢は変わってもチャレンジし続けることが大切」，圦

本教授の「夢を大切に」という言葉を胸に，これからも頑張って行きたいと思います。

○日本科学未来館 ～毛利宇宙飛行士との対談～

【日時】平成３０年１２月２５日（火）午後１時００分から午後４時３０分まで

【場所】日本科学未来館（東京都江東区青海２－３－６）

【講師】日本科学未来館館長 宇宙飛行士 毛利 衛 氏

【研修内容】

・毛利宇宙飛行士との対談

・館内の見学（ミライゲート，セカイゲートの見学・体験， 実演，

体験及び見学ガイド，ドームシアター上映鑑賞等）
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【研修を通して学んだこと・感想】

「宇宙の素晴らしい地球人になろう」これは

憧れの毛利衛宇宙飛行士にいただいた言葉で

す。 月 日，まさにクリスマスの日，つ

いに毛利宇宙飛行士と対談することができま

した。

この研修は，僕が最も実現したかったもので，

直接会えることが決まってからずっとドキド

キしていました。対談する部屋で待っている間

も，実際どんな雰囲気なのかとすごく緊張して

いました。

実際にお会いすると，とても優しく僕の考えてきた質問に答えてくださりホッとしました。ま

た，僕のために，サイン入りの本を用意してくださっていたのですが，色紙にもサインを書いて

くださり，感動しました。

実際に宇宙に行ったことのある毛利宇宙飛行士にお話を伺うことで，宇宙のこれからなど「未

来」について様々なことを考えることができました。例えば，宇宙飛行士になるためには「この

先」のことを考えることが大切ということや，これから必要とされるのは，今のような宇宙飛行

士ではなく火星に行くような宇宙飛行士であるということ，宇宙飛行士になるために必要なのは，

健康，体力，食や，英語やロシア語，これからは中国語など，コミュニケーション面，そして宇

宙という危険な環境にさらされる覚悟だということを知ることができました。

この対談の中で最も心に残っているのは，宇宙から地球を見ることで，より地球を知ることが

できるということです。僕も，外国へ行ったとき，今住んでいる日本の良さを改めて感じること

ができました。この対談を通して，自分が生きていく「未来」について，そして，僕の目指す「宇

宙の未来」について考える大きなきっかけになったと思います。

憧れの毛利宇宙飛行士とこのように対談できたということが本当に幸せで夢のような時間で

した。この研修のことを忘れずに，これからもくじけず努力していきたいです。
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○筑波宇宙センター ～宇宙飛行士の模擬訓練・体験～

【日時】平成３０年１２月２６日（水）午前９時３０分から午後４時４０分まで

【場所】 筑波宇宙センター（茨城県つくば市千現２－１－１）

【研修内容】

・展示館「スペースドーム」見学ガイドミニツアー参加

・筑波宇宙センター見学ツアー

・筑波宇宙センター社員食堂で昼食

・宇宙飛行士模擬訓練・体験

【研修を通して学んだこと・感想】

この研修では，宇宙技術の最先端を体験することで，今，日本の宇宙開発がすごく進んでいる

ということを改めて実感できました。

ロケット広場と呼ばれる場所にはＨ Ⅱロケットの実機が展示してあり，５０ｍもある本物の

ロケットの大きさや，技術の精密さを実感し，すごいと思いました。展示館「スペースドーム」

には，実際の大きさの人工衛星などの模型や，ロケットや宇宙開発の歴史を感じられるような展

示などがあり，感動しました。

社員食堂では，職員の方がいる中で昼食を食べること

ができました。職員の方が着ていた，背中に「 」

と書かれた作業服がとてもカッコ良く，袖を通してみた

いと強く思いました。

この日一番楽しみにしていた模擬訓練体験では，実際

に宇宙飛行士の試験にも使われた閉鎖環境の施設での本

格的な訓練を体験することや，月面との時間差まで再現

されたローバーの操作体験もすることができ，宇宙飛行

士になるためには，集中力や判断力，コミュニケーショ

ン力などが必要であることを学ぶことができました。宇

宙飛行士になるためには，やはりたくさんのことを経験

することが大切なのだと改めて実感しました。

○静岡大学での研修

～山極
やまぎわ

教授，能見教授による宇宙エレベーターや衛星開発についての

特別講義～

【日時】平成３０年１２月２７日（木）午前１０時００分から午後３時００分まで

【場所】静岡大学 工学部機械工学科 浜松キャンパス （静岡県浜松市中区城北３－５－１）
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【講師】静岡大学工学部機械工学科 教授 山極
やまぎわ

芳樹 氏

静岡大学工学部機械工学科 教授 能見 公博 氏

【研修内容】

・山極教授による「宇宙エレベーター全般について」の特別講義受講

・能見教授による「衛星開発について」の特別講義受講

・研究室の学生と昼食，交流

【研修を通して学んだこと・感想】

静岡大学では，山際教授，能見教授からマンツーマンで講義をしていただくことができました。

山際教授には宇宙エレベーターの競技会にも参加している工学サークルを紹介していただきま

した。このサークルの方々とは学食で昼食も一緒にとり，たくさん交流することができました。

能見教授には研究室や人工衛星との通信室を見せていただき，小型の宇宙エレベーターの実験機

も見ることができました。また，この講義には地元の新聞記者の方も取材に来てくださっていて，

とても緊張しました。

この研修で学んだことは，大きく三つあります。一つ目は，今使われている化学ロケットと宇

宙エレベーターの差についてです。ロケットは燃費が悪いので燃料が重くなり，コストがすごく

高くなってしまいます。また，ロケットが発射するときに出す大量のロケット排出物が環境を破

壊しています。それを改善するために考えられたのが宇宙エレベーターです。宇宙エレベーター

は，地球と宇宙をつなぎ，物資を運ぶことができるので，一度作ると何度も輸送でき，輸送コス

トがロケットの１００分の１になります。また，排気ガスが出ず，環境に良いです。このことを

学び，この宇宙エレベーターができると宇宙へのアクセスが良くなり，人と宇宙との関係が一層

近づくことができると考えると，すごく楽しみな気持ちになりました。

二つ目は宇宙エレベーターの課題です。地球と宇宙をつなぐひも（テザー）をどのような素材

で作るのか，クライマー（エレベーターの昇降機）にエネルギーを届けるにはどうするかなど課

題はたくさんあります。このことを学び，宇宙の厳しい環境の中で宇宙エレベーターのような大

きなものを作ることはとても難しいのだなと思いました。

三つ目は，宇宙エレベーターを実現させるための挑戦です。宇宙エレベーターのクライマーの

技術を競う競技会が行われていたり，静岡大学では， という衛星を打ち上げ，宇宙で
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１００ｍのテザーを伸ばすことができるかどうかの実験を行ったりしています。このことから，

宇宙エレベーターも技術の発展により，空想の世界のものから現実のものになってきていますが，

まだ課題も多いため，実現するためには挑戦し続けることがすごく大切だと感じました。

最後に，講義をしていただいた山極教授と

能見教授と一緒に写真を撮らせていただき

ました。僕が手に持っているのは，静岡大学

の広報の方からいただいた，静岡大学のマス

コットキャラクターの「しずっぴー」のぬい

ぐるみです。旭川のあさっぴーと名前が似て

いるという話で盛り上がりました。

僕だけのために二人の教授が特別な講義

をしてくださり，学生の方とも交流できて，

すごく充実した楽しい研修となりました。

今回の研修で出会った講師の方々に，２つの同じ質問をしたので紹介したいと思います。

まず１つ目は，「宇宙人または生命体はいる

か」ということです。

左の図表からも分かるとおり，多少意見に

差はありますが，全員がいると回答しました。

ということは，宇宙には私たちの知らない

大きな可能性があるということだと思います。

２つ目は，「宇宙飛行士になるために今できることは」ということです。

吉田教授は，興味のあることをとことんすること。ほかにも，協力することや協調性，語学な

ども必要だと教えていただきました。

大野上席研究員は，人と違うところを大切に，ということや，いろいろなことをしてみること 
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も大切だということ。

圦本教授は，いろいろなことに挑戦すること。

山極教授は，誰にも負けないという得意分野を作

ることと，誰とでも仲良くなれるようにすること。

能見教授は，目標を決めて頑張ることや，宇宙で

何をしたいか，何ができるかを考えること。

毛利宇宙飛行士は，この先どのように世界が変わ

っていくのかを考えることが大切だと話されてい

ました。

最後に，今回の研修を通して学んだこと。僕は，この研修の前までは「宇宙に行きたい」とい

う気持ちが大きかったです。目的がぼんやりとしたまま宇宙飛行士になりたいという気持ちが強

く，宇宙飛行士までの道のりをあまり考えていませんでした。そのため， 月のプレゼンの質疑

応答で，宇宙飛行士として宇宙に行って何を学びたいのかという質問に対してうまく答えること

ができませんでした。

しかし，今回の研修の中で，宇宙飛行士になるためには様々な道があるということを学ぶこと

ができました。毛利宇宙飛行士のように科学者として研究をしてきた方や，パイロットや医者な

どいろいろな経験を積んでから宇宙飛行士になられた方がいます。「宇宙飛行士として宇宙に行

って何を学びたいのか」という問いについて，いまの段階ではまだはっきりとした答えが見つか

りません。しかし，僕はこの研修を通して，夢を叶えるためのキーワードを一つつかんだ気がし

ます。

それは，挑戦し続けるということです。いろいろな方と対談する中で，チャレンジ，挑戦とい

う言葉は，本当にたくさん出てきました。様々なことに挑戦し続けるという気持ちがなければ，

宇宙飛行士にはなれないと思います。そのことに気付くと同時に，僕はこの研修を通してたくさ

んのことができるようになりました。自分で資料を作ることでパワーポイントを使えるようにな

ったこと。家族以外の人と二人で研修に行くことができるようになったこと。初対面の方と名刺

交換をすることや，対談をすること，そしてたくさんの方々の前で話すことができるようになっ

たことです。これらの経験は，きっとこれからの僕の人生に大いに役立ってくれると思います。

この研修にご協力いただいた吉田教授，圦本教授，

大野上席研究員，山極教授，能見教授，毛利宇宙飛

行士，そして僕の希望を全て叶えてくださった関係

者の皆様，本当にありがとうございました。

僕は，様々なことに挑戦し続けることで，宇宙に

行って何を学びたいのかという問いの答えを見つ

け，旭川初の宇宙飛行士になり世界の未来に貢献し

ます！
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奨励賞 旭川市立永山中学校３年 平澤
ひらさわ

一
かず

紗
さ

○旭川東高校 千葉先生による打楽器についての座学・技術指導

【日時】平成３０年９月５日（水）午後４時３０分から午後５時４０分まで

【場所】旭川東高等学校 音楽室

【講師】旭川東高等学校

吹奏楽局顧問 千葉 一彦 教諭

【研修内容】

・打楽器の基礎についての説明

・基礎的なリズムの叩き方についての

実技指導

【研修を通して学んだこと・感想】

打楽器のことについて自分でも調べて学んでいますが，自分の知らない専門的な知識を教

わり，もっと打楽器の勉強をしていろいろなことを知りたいと思いました。

また，技術的な部分でも多くのことを学び，さらに成長できると再確認できました。今後

も指導を続けてくださると言ってもらえたので，自分にとって大きな出会いとなりました。

○パーカッションアンサンブル「Ｆｏｒｅｓｔ」練習見学

【日時】平成３０年９月２１日（金）

午後７時３０分から午後１０時００分まで

【場所】旭川市東旭川公民館 日の出分館

【講師】打楽器演奏団体『パーカッションアン

サンブル「Ｆｏｒｅｓｔ」』

【研修内容】

・音楽との関わり方，楽器の説明

・仲間と共に作る音楽について

・ のメンバーと一緒に演奏

【研修を通して学んだこと・感想】

仲間と共に知恵を出しながら音楽を作る姿が，今の自分に足りないものだと痛感しました。

将来音楽大学に入らなくても，家庭と両立して大好きな音楽を続けられることがわかり，

大切なことは自分が努力すれば守ることができると思いました。

今回の研修を通して，これからも音楽を続けていきたいという意志がより強くなりました。
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○消防音楽隊のコンサートリハーサル見学

【日時】平成３０年１０月２９日（月）午後１時３０分から午後４時００分まで

【場所】旭川市民文化会館 大ホール

【講師】旭川市消防音楽隊

【研修内容】消防音楽隊の活動についての説明

１１月に行われるフェスティバルでの演奏リハーサルを見学

【研修を通して学んだこと・感想】

消防士として入隊した方が，広報の一環として音楽隊で活動しているとのことで，中には

楽器未経験者の方もいてとても大変だと思いますが，訓練として吹奏楽に真剣に取り組む姿

を見せていただきました。また，防災を伝える手段に吹奏楽を利用することについて，音楽

が生活の中で役に立っていることを改めて感じることができました。

防災を呼びかけるため，老若男女に伝わるように寸劇形式で行うなど，吹奏楽と人の動き

を合わせる工夫がされていました。自分がコンサートをやるときも，しっかりとした目的の

もとに，伝え方を工夫してやっていきたいです。

○陸上自衛隊第２音楽隊による研修

【日時】平成３０年１１月２９日（木）午後２時００分から午後４時００分まで

【場所】陸上自衛隊旭川駐屯地内

【講師】陸上自衛隊第２音楽隊

【研修内容】

・合奏訓練見学・参加

・音楽隊の任務，企画業務等についての概要説明

・打楽器担当隊員による演奏技術指導
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【研修を通して学んだこと・感想】

プロの演奏を間近で聞かせていただき、迫力のあるサウンドに圧倒されました。

消防音楽隊と同じく，業務として音楽に携わる専門の部隊であり，隊員の皆さんは，音楽

大学や自衛隊内での厳しい指導を経て，国を背負って演奏していることを知りました。また，

外国では軍楽隊と呼ばれていることを隊長から教わりました。

丁寧な説明や指導，貴重な体験をさせていただき，とても良い経験となりました。

○陸上自衛隊第２音楽隊 定期演奏会鑑賞

【日時】平成３０年１２月１６日（日）午後４時００分から午後６時００分まで

【場所】旭川市民文化会館 大ホール

【研修を通して学んだこと・感想】

とても素晴らしい演奏会でした。たくさんのクラシック音楽を演奏できるのがすごいなと

思いました。練習量や体力など，いろいろな面で「プロ」ということを改めて実感しました。

「聴き比べてほしい」と言われていたリヴァ―ダンスですが，本番前でも十分に出来上が

っていたと思いますが，それよりもずっと素晴らしい演奏でした。音楽に対するストイック

さがとても伝わりました。

今回の研修を通して，市内の素晴らしい演奏者の方々に指導していただき，国内でも十分

に音楽を学ぶことができると感じました。また，音楽を楽しむ大人の姿を間近で見せていた

だいたことで，大人になっても音楽を続けたいという気持ちが強くなりました。この研修で

学んだことを忘れず，これからも自分の夢を実現するために頑張ります。
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奨励賞 旭川市立中央中学校３年 阿部
あ べ

颯
そう

太
た

○中野氏との対談（第１回）

【日時】平成３０年１１月９日（金）午後４時００分から午後６時００分まで

【場所】中野特殊刃物工業株式会社

【講師】中野特殊刃物工業株式会社

代表取締役 中野 由
よし

唱
あき

氏

【研修内容】

・刃物研ぎの基本について

・現代における刀の在り方について

・打粉などの技術面の指導

【研修を通して学んだこと・感想】

私の夢は刀鍛冶や研ぎ師になることで，自分で木材を選んで刀の鞘を作ったり，研ぎを練

習したりしています。刀を作るには免許が必要なので，刀工に弟子入りしたいと思っていま

す。

今回は，本阿弥流日本刀研師 頼住 譲氏の内弟子で刃物研ぎの専門家の中野先生と対談さ

せていただき，日本の刃物が世界的にも注目されていることがわかりました。本阿弥流の中

野先生の活躍は以前から拝見していましたので，実際に会って「あこがれの存在が目の前に

いる…」と感動を覚えました。ほかの弟子の方の存在や先生の経歴を知り，先生の存在が自

分の中で更に特別なものになりました。

また，先生には九州の無銘の脇差を見せて

いただきました。拵えも立派で研ぎも最上。

手入れもよくされていてほれぼれする出来

でした。

室町より続く研ぎの流派である本阿弥家

には以前から強いあこがれがありましたが，

本阿弥流である先生は，立ち居振る舞いや雰

囲気から自分が目指しているものを感じま

した。
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○中野氏との対談（第２回）

【日時】平成３１年１月２９日（火）午後４時１０分から午後６時１０分まで

【場所】中野特殊刃物工業株式会社

【講師】中野特殊刃物工業株式会社

代表取締役 中野 由唱 氏

【研修内容】

・日本美術刀剣保存協会について

・旭川の刀剣文化，頼住先生について

・砥石について

・無銘刀の鑑定

・刃物の手研ぎについて

【研修を通して学んだこと・感想】

今回，先生とまたお話しできる機会をいただきました。私は以前から，日本美術刀剣保存

協会（日刀保）に興味を持っていましたが，その入会について，未成年のため御協力をいた

だけることになりました。

中野先生が預かっている無銘の脇差を見せていただき，日刀保の鑑定をピタリと当てられ

てうれしかったです。また，今回は５振りの刀剣を持参し，先生に見ていただきました。そ

の全てを見ていただき，教わったことを今後の活動に生かしたいと思います。

今回は銃砲刀剣類の登録についてもお

話をいただきました。貴重な歴史的な文化

財を大切にする風習を広めていきたいで

す。

２回の研修を通して，先生の研ぎに対す

る思いを間近で感じることができました。

先生の貴重な時間を使っていただき，とて

も感謝しています。これからもいろいろな

ことを教えていただけることになり，うれ

しいです。
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奨励賞 北海道教育大学附属旭川中学校１年 類家
るいけ

拓
ひろ

杜
と

○陸上短距離走の指導

【日時】平成３０年１２月１５日（土）

午後０時３０分から午後３時１５分まで

【場所】旭川市立緑が丘中学校 ３階廊下

【講師】旭川市立緑が丘中学校

陸上部顧問 北村 裕美 教諭

【研修内容】

音楽に合わせて体の使い方や走りを身に付ける『ビートランニング』という練習方法を取

り入れている，緑が丘中学校陸上部の北村先生から指導を受けることができました。

準備体操からスタート，全力疾走まで，音楽に合わせて楽しく練習することができました。

【研修を通して学んだこと・感想】

僕は氷上でもっと速く走りたいと思っていて，インターネットなどでいろいろ調べたところ，

氷上で走る速さは陸上での速さと関係していることや，ＮＨＬの選手でも，スケートで走るス

ピードが陸上でのスピードを上回る人が少ないことを知りました。そこで，氷上での練習機会

が少ない旭川でも，陸上で速く走れるようになれば氷上でも速く走れると考えて，陸上の先生

に短距離走を教わりたいと希望しました。

今回教わったのは，タメをつくって遠くへ弾むことです。ビートを感じながら音に合わせて

スキップやサイドステップをする練習を行いました。タメをつくって強く蹴り出すことで体を

弾ませることができて，遠くへ進めることを学びました。北村先生は「シュートも同じではな

いか」とおっしゃっていましたが，ＮＨＬ選手の弓矢のようにしなってはじき出すシュートと

イメージが重なりました。先生の飛び跳ねるような走り方が印象に残り，自分の走りと全然違

うなと思いました。

スタートの練習では，速く走ろうと思って体に力が

入ってしまうところを指摘されました。走っていると

きは，空中にいる時間のほうが長いので，足が地面に

着くとき以外は力を抜いて走ることを教わりました。

力を抜いてビートに合わせて飛ぶようにスタートす

る感覚がわかりました。今は先生に教わったことを思

い出しながら，屋外リンクでスケートを履いて同じよ

うにスタートする練習を継続しています。アイスホッ

ケーでは素早く方向転換するのが難しいため，一瞬で

加速できるようになれば相手のＤＦを置き去りにし

てゴールできると思うので，頑張りたいです。
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○大雪アリーナでの貸切練習

【日時】平成３０年１２月２３日（日）午前６時００分から午前８時００分まで

【場所】道北アークス大雪アリーナ

【研修内容】

大雪アリーナで２時間の練習枠を貸し切りで使わせていただきました。

走りながらパスレシーブしてすぐにパスやシュート動作に移ることを，バックスケーティ

ングやトランジションしながら行う練習と，ゴール前でパスを受けてシュートする練習を，

バリエーションをたくさん変えて行いました。

【研修を通して学んだこと・感想】

旭川のリンクでは，冬場でもいろいろなチームやフィギュアスケートなどの練習枠と社会人

のリーグ戦の枠しかないため，個人練習をするには苫小牧や帯広に行かなければなりません。

苫小牧や帯広まで行ったとしても個人で練習できる時間帯には地元の選手がたくさん来ている

ので，ぶつからないように気を遣いながらの練習になってしまいます。今回，大雪アリーナで

思い切り練習することができ，とても貴重な時間でした。とても贅沢にリンクを使えてＮＨＬ

選手みたいでした。時間を無駄にしないように走りっぱなしだったので，２時間でクタクタに

なりました。

今回の練習を行うために，アリーナスタッフの方々には通常営業前の時間にリンクを空けて

製氷をしていただき，旭川のアイスホッケー連盟の方にも「夢応援プロジェクトのプレゼンを

見たよ」と応援していただいたり，パックをたくさん貸していただきました。協力いただいた

方々に感謝しています。
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旭川市立永山南中学校　１年
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旭川市立永山南中学校　２年
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旭川市立明星中学校　２年
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旭川市立明星中学校　１年
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旭川市立永山中学校　３年
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旭川市立中央中学校　１年
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旭川市立永山中学校　３年
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旭川市立北星中学校　２年
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旭川市立啓北中学校　３年
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旭川市立北門中学校　２年
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☆今チャレンジしてみたいこと（つづき）☆
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旭川市立中央中学校　１年
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旭川市立神居中学校　１年
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旭川市立緑が丘中学校　３年
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旭川市立光陽中学校　１年
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